
 

 

 

 

 

小学５年生 
・「大人になったら絵の教室をしたい」、「家族で農業がしたい」 

・「子どもが自由に図書館に行ったりして心を休められる多可町にしたい」 

中学２年生 

・「美容系の専門的なことを教えてくれる先生や場所の提供をしてほしい」、「将来の夢が歌手なの

で、みんなで歌えるイベントがあってほしい」 

・「有名な選手になって地元の若手を支援したい」 

・「静かで集中できる場所（中プラザ）の復活」、「学校の授業でわからないことの、後フォローの機

会がほしい」、「月一で苦手なところを教えてほしい」 

保護者 

・「長期休校における学校施設の開放や有償ボランティアによる見守り」、「放課後学習会を地域の

学生に見てもらいながら学習」 

・「給食費・保育料の助成、奨学金の充実があれば、帰ってくる若者も増えるのでは」 

・「こどもが家以外で安全に過ごせる場所」、「のりあいタクシーのような交通手段」 

若者 

・「教育の中で国語、英語のように算数、理科など＋コミュニケーションを取り入れたり、個性のあ

るアイデアを思いつくなど新しい教科が入れた方が良いと考えている。（１０代男性）」、

「Instagram で発信を続けると若い世代でも目につきやすいと思います。（２０代女性）」、 

「人が増えた、人口が増えた結果町の税収も上がった！など短期的な計画でありずっと多可町

を残していくのであれば長期的な施策策定していただきたい。（３０代男性）」 

・「車が無いと生活できないから多可町に人々を呼び寄せようとどれだけ努力しても実現は不可

能である。（１０代女性）」、「子育ての支援がこんなに多いと知らなかったです。（２０代男性）」 

意見聴取 

【小学生】・「バスの時間を増やしてほしい（そこまで移動する方法が多くほしい）」、「一人で勉強で

きるところ、個室がほしい」、「小学生でもココミルで遊びたい、小さい子に気を遣わずに小学生

だけでも思いきり遊べるところ」 

【中学生・高校生】・「年齢制限のないイベント」、「親の送迎がなくても行けるところ」、「バスの時間

を増やしてほしい」、「近くにスーパーがあれば便利」 

【保護者】・「図書館以外にも貸し出し用のベビーカーを置いて、SNS 等で発信し周知」、「ベビサポ

のやりとりを健康課のようなＬＩＮＥで。コンビニ支払いや電子マネーでの支払いを可能にしてほし

い」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多可町こども計画に関する 

アンケートと意見聴取の結果 

■アンケート 
○調査対象：町内の①小学５年生、②中学２年生とその③保護者、 

④16～34 歳の若者（無作為抽出 1,000 人） 

○調査方法：紙のアンケートに記入またはウェブ調査 

〇調査期間：令和７（2025）年７月１６日～令和７（2025）年８月3１日 

○小学５年生  ：  ４６件/  １２９件 （35.7％） 

○中学２年生  ：  ５７件/  １６９件 （33.7％） 

〇保 護 者 ： １０３件/  ２９８件 （34.6％） 

〇若 者 ： ２７７件/１，０００件 （27.7％） 

■意見聴取 
○調査対象： ⑤町内の施設に来場していた小学生、中学生、高校生 

○調査方法： アンケートに記入、調査員の聞き取り調査、ウェブ調査 

〇調査時期： 令和７（2025）年８月     〇回答数：138 件 

多可町への愛着と住み続けたいか 

●多可町には、これからも住み続けたいと思いますか。 

④16～34 歳の若者 ⑤町内の施設に来場していた小学生、中学生、高校生 

１

多可町こども計画に関するアンケートと意見聴取の結果

多可町こども未来課 

〒679-1114 多可郡多可町中区岸上 281 番地 51 

TEL：0795-32-2385 

◆多くの意見をいただき、ありがとうございました。みなさんからいただいたご意見を「多可町

こども計画」にとりいれて、こどもや若者、町民のみなさんがくらしやすいと思えるまちにし

ていくために役立てていきます。完成版は、後日、多可町ホームページで公表します。 

自由意見

●あなたは多可町に愛着を感じますか。 

④16～34 歳の若者 

◆それぞれの調査で、自由に意見をいただきました。 

主な回答内容は以下のとおりです。その他の自由意見はこども計画ホームページから👆

４

「住み続けたい」という人は
小中高校生では高くなってい
ます。 
約半数以上の若者が多可町に
愛着はあるが、住み続けたい人
が少なくなり、思いと現実のギ
ャップが生じています。 

こども計画 

ホームページ👇 

 

計画のテーマ 

投票はこちら👇 

こども計画 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３ ２ 

●あなたは、多可町で住み続けるには何が重要だと思いますか。 

●あなたは、学校の授業がわからないことが

ありますか。 

●あなたは、次のような場所があれば、利用したいと思いますか。（上位３項目） 

●あなたのご家庭では、次の兵庫県や多可町独自の支援制度を知っていますか。 

※「知っている」と回答した割合 

多可町に住むのに重要なもの 

学習理解度（学校の授業がどれくらいわかるか？） 

④16～34 歳の若者 

利用したい場所について 

①小学５年生 

「自分の好きなことができる
場所」はすべての調査で上位
となっています。 
「友だちと安心して過ごせる
場所」も小5・中2で上位と
なっています。 

②中学２年生 

●あなたは、学校が終わった後や、お休みの日にいられる地域の場

所に、どんなことがあればいいなと思いますか。（上位３項目） 

⑤町内の施設に来場していた小学生、中学生、高校生 

経済的助成制度の認知度 

こども医療費助成事業は保護
者層で認知度が高くなってい
ます。 
ハートフル学業支援金給付事
業と奨学金返還支援事業は全
体的に認知度が低くなってい
ます。 
路線バス運賃助成は中2保護
者でやや高めとなっており、
学校・地域・SNSを通じた情
報提供強化が重要です。 

●授業でわからないことがある時にだれかに

聞いていますか。 

「教科によってはわからないことがある」は中２で多くなっています。 
わからないことは「学校の友だち」に聞く人が中2で上位となっています。
「学習塾の先生」も中２では３割となっています。小５では「親や兄弟姉妹」、
「担任の先生」が多くなっています。 

①小学５年生、②中学２年生 ①小学５年生、②中学２年生 

③保護者、④16～34 歳の若者 

交通手段や移動手段
の確保、働く場所や
環境整備が求められ
ています。 


